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評
価
を
得
て
い
る
。

　

知
能
化
・
情
報
化
の
進
展
に
お
い

て
も
、
日
系
メ
ー
カ
ー
の
経
営
陣
は

相
次
い
で「
危
機
感
」
を
表
し
て
い
る
。

先
日
、「
上
海
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
」（
上

海
M
S
：
第
20
回
上
海
国
際
自
動
車

工
業
展
覧
会
、
2
0
2
3
年
4
月
下

旬
）
が
開
催
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
4
年
ぶ
り
に
本
格
開
催
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
自
動
車
関
係

者
が
会
場
を
訪
問
し
た
注
３

。
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
中
嶋
裕
樹
副
社
長
は
上
海

M
S
を
視
察
し
て
、「
正
直
に
言
っ
て

驚
き
を
隠
し
得
な
い
部
分
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。
特
に
、
電
動
化
の
競
争
と

い
う
よ
り
も
、
電
気
自
動
車
（
E
V
）

が
当
た
り
前
に
な
っ
た
上
で
、
知
能
化

の
競
争
が
非
常
に
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
」
と
、
同
社

の
決
算
説
明
会
の
場
で
発
言
し
た
注
４

。

ま
た
、
本
田
技
研
工
業
の
三
部
敏
宏

社
長
は
「
中
国
に
遅
れ
て
い
る
」、「
中

国
メ
ー
カ
ー
の
S
D
V
化
は
進
ん
で

い
る
と
聞
い
て
い
た
が
、
想
像
以
上
に

先
を
行
っ
て
い
た
」
と
、
視
察
後
に
行

わ
れ
た
同
社
技
術
説
明
会
で
発
言
し

て
い
る
注
５

。
さ
ら
に
、
三
部
社
長
は
、

「
ソ
フ
ト
領
域
を
十
分
戦
え
る
と
こ

ろ
ま
で
見
直
し
て
、（
性
能
を
）
引
き

上
げ
て
、
展
開
し
て
い
く
」
と
言
及

日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
　

「
出
遅
れ
」と「
危
機
感
」

　

電
動
化
の
進
展
に
お
い
て
、
日
系
自
動
車

メ
ー
カ
ー
は
非
常
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
を

得
て
い
る
。
米
国
の
N
P
O
法
人
で
あ
る

国
際
ク
リ
ー
ン
交
通
委
員
会
（
I
C
C
T
）

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
活
動
す
る
自
動
車
メ
ー

カ
ー
主
要
20
社
を
対
象
に
独
自
の
指
標
で

調
査
を
行
っ
た
。
調
査
結
果
「
グ
ロ
ー
バ
ル

自
動
車
メ
ー
カ
ー
評
価

－

ど
の
メ
ー
カ
ー

が
電
気
自
動
車
へ
の
移
行
に
お
い
て
先
頭
に

立
っ
て
い
る
か
？
」
に
よ
れ
ば
、
対
象
の
日

系
メ
ー
カ
ー
5
社
は
と
も
に
、
総
合
評
価

で
最
低
ラ
ン
ク
の
「
出
遅
れ
」
に
位
置
付

け
ら
れ
た
（
最
高
ラ
ン
ク
の
「
リ
ー
ダ
ー
」

は
米
・
テ
ス
ラ
、
中
・
B
Y
D
の
2
社
）

注
２

。評
価
指
標
を
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
す
る
と
、

「
市
場
優
位
性
」
は
電
気
自
動
車
の
販
売

実
績
を
加
味
し
て
い
る
た
め
に
低
い
評
価
と

な
る
が
、
今
後
の
「
戦
略
的
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

お
い
て
も
相
対
的
に
低
い
。
こ
れ
は
、
電
気

自
動
車
へ
の
移
行
に
向
け
た
企
業
の
目
標
や

計
画
が
消
極
的
で
あ
り
、
か
つ
脱
炭
素
に
向

け
て
の
戦
略
も
説
得
力
に
欠
け
る
と
い
う
評

価
で
あ
る
。「
技
術
性
能
」
に
つ
い
て
は
一
部

の
日
系
メ
ー
カ
ー
で
中
レ
ベ
ル
が
あ
る
も
の

の
、
特
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
バ
ッ
テ

リ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
／
再
利
用
と
い
っ
た
世
界

的
に
注
目
さ
れ
る
現
状
課
題
に
対
し
て
低
い
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電動化・知能化・情報化が
進む中国のクルマ

中国では、クルマの電動化が進行しているだけでなく、知能化（Intelligent Connected）も
同時に進展している。こうした、ソフトウエア定義の自動車（Software Defined Vehicle：

SDV）において、ユーザー視点の情報化 （In-Vehicle Infotainment）は、商品化において中国
が世界の先頭をいっている。日系自動車メーカーは電動化への「出遅れ」と知能・情報化への「危機感」
を顕わにしており、今後のクルマ開発の方向が中国を舞台に変わっていく可能性がある。

八杉 理  YASUGI Osamu
株式会社現代文化研究所 調査研究本部 主任研究員注１

上海モーターショーでのスマートキャビン開発例（左）、スマートキャビンソリューション例（中央）、スマートキャビンデザイン例（右）
いずれも筆者提供
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M
S
の
場
に
お
い
て
、
中
国
地
場
系
自
動

車
メ
ー
カ
ー
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
顕
著
に
表
れ

て
い
た
注
６

。
筆
者
は
過
去
数
十
年
に
わ
た

り
中
国
各
地
の
M
S
会
場
を
調
査
で
周
っ

て
き
た
が
、
今
回
ほ
ど
、
知
能
化
が
メ
ー
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し
て
い
る
。

中
国
地
場
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
S
D
V
化
の
方
向

　

S
D
V
化
へ
の
対
応
は
、
今
回
の
上
海

カ
ー
間
の
競
争
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
印
象

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
ユ
ー
ザ
ー
視
点

の
情
報
化
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
商

品
開
発
を
進
め
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
商
品
化
の
特
徴
は
、
車

内
の
全
体
を
設
計
・

開
発
す
る
「
ス
マ
ー

ト
キ
ャ
ビ
ン
」
の
方
向

に
あ
る
。
上
海
M
S

で
は
地
場
系
メ
ー

カ
ー
が
機
能
的
、
情

緒
的
、
そ
し
て
そ
の

利
用
価
値
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
消
費
者
を
惹

き
つ
け
る
直
感
的
な

表
現
が
目
立
っ
て
い

た
。

　

そ
の
特
徴
的
な
商

品
を
2
つ
紹
介
す
る
。

1
つ
は
、
上
海
汽
車

グ
ル
ー
プ
傘
下
の
智

己
汽
車
（
20
年
設
立

の
新
興
ブ
ラ
ン
ド
）は
、

「
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
3
・
0
」
と

い
う
大
型
の
連
結
ス

ク
リ
ー
ン
を
コ
ッ
ク

ピ
ッ
ト
に
設
置
、
フ
ロ

ン
ト
か
ら
ル
ー
フ
に

掛
け
て
解
放
感
の
あ

る
ガ
ラ
ス
面
を
採
用
し
た
先
進
感
あ
る
モ

デ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、「
A
I
4
M
知
能

戦
略
」（AI for M

obility

）
を
発
表
し
、

車
載
A
I
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
悩
み
を
解

決
す
る
こ
と
を
今
後
の
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
も
う
1
つ
は
、

長
城
汽
車
傘
下
の
欧
拉
汽
車
（
18
年
成
立

の
新
興
サ
ブ
ブ
ラ
ン
ド
）
で
あ
る
。
今
回
の

発
表
で
は
、
長
城
汽
車
の
１
４
４
万
人
の

女
性
ユ
ー
ザ
ー
の
96
億
キ
ロ
の
ド
ラ
イ
ビ
ン

グ
デ
ー
タ
を
徹
底
的
に
分
析
し
、
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
型
モ
デ
ル
に
お
い
て

の
ユ
ー
ザ
ー
体
験
を
積
極
化
さ
せ
る
予
定

に
あ
る
。S

D
V
化
を
加
速
さ
せ
る
　

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
存
在

　

中
国
地
場
系
メ
ー
カ
ー
を
中
心
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
急
進
的
な
開
発
を
加
速
さ
せ

て
い
る
の
は
、
そ
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
存
在

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
の
ボ
ッ
シ
ュ
や

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
、
マ
レ
リ
な
ど
の
メ
ガ
・

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
ク
ル
マ
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
一
方
で
、
中
国
地
場
系
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
は
積
極
的
な
技
術
開
発
を
行
い
、
ス

マ
ー
ト
キ
ャ
ビ
ン
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
始
め
て
い
る
。
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
運
転

席
、
助
手
席
、
後
部
座
席
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
情
報
が
豊
富
で
、
例

え
ば
、
映
画
や
ゲ
ー
ム
の
他
、
カ
ラ
オ
ケ

表 1　中国地場系メーカーの知能化戦略（例）
ブランド 知能化戦略

上海汽車
　智己、飛凡、他

▼ 智己は「ハイエンド BEV スマートカーブランド」と位置づけ。飛凡、栄威は消費者が「優先的に選
ぶ新エネ車ブランド」とし、MG は「海外も同時に視野に入れたブランド」と位置づけられる
▼ 知能化は、「中央コンピューティング + エリア制御」のスマートカーソリューションを構築。スマー
トカーの広義の OS 開発を独自に行い、今後 3 年間で一体型ダイカストなどの先進技術を用いて、ハー
ドとソフトウエアの生産プロセスを実現する

吉利銀河
　ZEEKR、睿藍、他

▼ 23 年に新エネ車事業を強化すると発表、新エネ車のみで 60 万台体制とし、売上を現在の倍にする
▼ 知能化は、自社のエコシステム（「天地一体化」立体モビリティ技術）構築を目指す。吉利の関連企
業、外部企業の力を借りて、スマートキャビンとスマートドライブを推進

長安汽車
　AVATR、深藍

▼ 長安、AVATR、深藍の 3 ブランド体制を確立し、「智電 iDD」技術ブランドを立ち上げて、電動車ラ
インナップを拡充していく
▼ 電動化と知能化を同時に進めるべく、電動化「シャングリラ」計画と知能化「北斗天枢」計画を推
進していく

東風汽車
　嵐図

▼ フルラインメーカーとして既にセグメントで車両を供給。これに加え、新興ブランドとしてラグジュ
アリーな智能化ブランドの嵐図を立上げ
▼ 知能化では、中央集中型のアーキテクチャを独自に開発しており、ハード・ソフトの両面で事業化
を進める

BYD
　仰望

▼ BYD ブランドを中心に、ラグジュアリーブランドの仰望を立上げ
▼ 得意とする電動化車両・技術に加え、スマートドライブを中心としたクルマづくりの方向へ

（注） 「ブランド」（企業名）の下段は、特に智能化を推し進める同社のサブ・ブランド名。
（出所）億欧智庫「2023 上海車展展後洞察研究報告」、各社公表資料、現地報道等をもとに筆者作成

表 2　中国系サプライヤーのスマートキャビン・ソリューション（例）
企業 スマートキャビン・ソリューション 特徴

吉利銀河 智愛キャビン
ダッシュボード、センターコンソール、助手席エンターテインメントスク
リーン、25.6 インチ HUD の 4 つの独立スクリーンを備える。操作性、見
た目、能力も独立していることが特徴

車聯天下
次世代クアルコム 8295
スマートキャビン

（スマートキャビン 4.0）

車聯天下が独自開発した Autosee OS を搭載し、基本的なスマートナビ、
音声アシスタント、マルチメディア機能に加えて、AR-HUD、3D ゲーム、
感知システムとシーン HMI など豊富な機能とサービスを提供

寅家科技 Voyager 号・体験キャビン
VTCMS 電子アウターミラーシステム、VTDMS ドライバー監視システム、
全シーンのスマートパーキングシリーズ、キャビン泊一体ドメインコント
ロール、HD/TOF カメラシリーズ、HUD、スマートライトなどを含む

東軟集団 C5 自動車 HMI プラットフォーム 独自開発の OS により、機能性、操作性を重視。データの転送などもスト
レスフリーを目指しつつ、コストを削減する商品性をアピール

德賽西威 Smart Solution 2.0 スマートキャビン、スマートドライブ、コネクテッド機能などの情報を統
合し、特に親子交流、健康随行、ゲーム娯楽の 3 つの需要に注力

中科創達 E-Cockpit 7.0 複数のシステムを統合、3D HMI、フルスタックのスマホ接続、オンデマ
ンドのカスタマイズ、柔軟な配置などの特徴を持つ

光庭信息 KCarOs ソフトウエアでは HMI 2.0 に基づく 3D キャビンプランを発表し、3 次元の
没入体験と 2 次元の HMI を分離する

（出所）億欧智庫「2023 上海車展展後洞察研究報告」、各社公表資料、現地報道等をもとに筆者作成
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も
で
き
る
。
ハ
ー
ド
に
つ
い
て
は
車
両
の
デ

ザ
イ
ン
に
応
用
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に
設

計
し
、
一
般
に
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
一
体

と
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
単
位
で
新
車
に
組
付
け
を

行
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
今
後
は
こ
う
し
た
専

門
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
増
え
て
い
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
あ
っ
て

は
、
移
動
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
ク
ル
マ
を
通
じ
た
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー

ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
新
た
な
コ

ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
続
け
る
必
要
が
出
て
く

る
。
ま
た
は
、
自
社
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
よ

う
な
持
続
可
能
な
フ
ァ
ン
形
成
が
よ
り
重
要

と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

I
T
系
モ
ビ
リ
ティ
参
入
　

企
業
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

　

I
T
系
企
業
も
上
海
M
S
に
参
加
し

て
い
る
。
I
T
系
企
業
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

技
術
開
発
の
優
位
性
を
活
用
し
、
自
動
運

転
・
ス
マ
ー
ト
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
ス
マ
ー
ト
コ
ッ

ク
ピ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
ビ
ン
の
開
発
へ

と
進
め
て
い
る
。
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、

自
社
の
ベ
ー
ス
O
S
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ア

プ
リ
と
い
っ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
セ
ッ
ト
と

し
て
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
供
給
、
拡

大
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
大
手
の
華
為
技
術

は
、上
海
M
S
の
開
催
前
に
「Advanced 

intelligent driving system

：
A
D
S
 

2
・
0
」（H

uaw
ei ADS 2.0

）
を
ロ
ー

ン
チ
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
運
転
支
援
シ
ス

テ
ム
の
技
術
的
な
向
上
だ
け
で
な
く
、
ス

マ
ー
ト
キ
ャ
ビ
ン
、
ス
マ
ー
ト
車
載
レ
ー

ダ
ー
、
ス
マ
ー
ト
自
動
車
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
総
合
的
な
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
同
社
の
余
承
東
常

務
董
事
は
、「
A
I
T
O
『
問
界
M
5
』

ス
マ
ー
ト
・
ド
ラ
イ
ブ
版
で
登
場
し
、
続
い

て
、『
A
V
A
T
R 

11
』『
A
R
C
F
O
X

α
S
』
も
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
。
将
来
的

に
は
さ
ら
に
多
く
の
車
種
に
搭
載
さ
れ
る
見

通
し
注
７

」
と
い
う
。
さ
ら
に
、「H

uaw
ei 

ADS

が
よ
り
多
く
の
車
種
に
搭
載
さ
れ
、

街
中
を
走
り
、
距
離
を
重
ね
る
こ
と
で
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
ま
す
ま
す
洗
練
さ
れ
る
。
技

術
の
特
徴
の
1
つ
は
、
高
精
度
な
地
図
は

全
国
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
難
し
く
、
ま
た
、

中
国
の
道
路
は
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
変
化

し
て
い
る
た
め
、
高
精
度
地
図
に
依
存
し
な

い
シ
ス
テ
ム
が
実
用
的
な
価
値
が
あ
る
」
と

製
品
の
特
長
を
語
っ
て
い
る
。
今
後
は
長
安

汽
車
、
広
州
汽
車
な
ど
と
共
同
で
サ
ブ
ブ

ラ
ン
ド
を
誕
生
さ
せ
る
と
い
う
計
画
も
あ

る
。

日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
の

期
待

　

電
動
化
の
進
行
と
と
も
に
、
消
費
者

の
ク
ル
マ
に
対
す
る
価
値
が
変
わ
っ
て
い

く
方
向
に
あ
り
、
今
後
は
移
動
と
し
て

の
空
間
だ
け
で
な
く
、「
ク
ル
マ
で
何
を

す
る
か
」
が
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ

て
い
く
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
上
海
M
S

で
「bZ Sport C

rossover

」、「bZ 

FlexSpace

」
と
2
台
の
E
V
コ
ン
セ
プ

ト
モ
デ
ル
を
発
表
し
た
が
、そ
の
開
発
テ
ー

マ
は
、
前
者
が
「
移
動
す
る
時
間
に
気
分

転
換
を
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
空
間
と
し
て
の
機
能
を
追

求
す
る
」、
後
者
は
「
家
族
が
安
心
・
快
適
・

自
由
に
使
え
る
『
C
O
Z
Y 

H
O
M
E
』

で
あ
り
、
大
空
間
を
高
度
な
安
全
性
、
安

心
の
航
続
距
離
で
移
動
す
る
」
こ
と
で
あ

る
。
同
社
の
中
嶋
副
社
長
は
、「
中
国
の

お
客
さ
ま
が
欲
し
い
と
思
う
ク
ル
マ
を
届

け
る
に
は
、
中
国
で
開
発
す
る
の
が
最
も

近
い
道
の
り
だ
注
８

」
と
記
者
会
見
で
語
っ

た
よ
う
に
、
今
後
は
具
体
的
な
商
品
化
に

期
待
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
中
国
地
場
系
メ
ー
カ
ー
は
既

に
商
品
化
、
実
用
化
し
て
お
り
、
中
期
的

に
も
そ
の
利
用
価
値
を
拡
大
さ
せ
て
い
く

だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
ク
ル
マ
の

あ
り
方
が
提
案
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、

い
ま
中
国
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
世
界

の
自
動
車
産
業
が
目
指
す
方
向
に
も
あ
る

と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
安
全
性
等
の
法
規

面
で
の
課
題
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
参

表 3　中国 IT 系モビリティ参入企業のシステム開発（例）
企業 スマートキャビン・ソリューション 特徴

華為技術 ADS 2.0

スマートドライブの ADS 2.0 を発表。DriveONE プラットフォームにより、デジタルと電子技術を融
合し、電気ドライブシステム、車載充電システム、パワークラウド、BMS などのソリューションを開発。
スマートキャビンは Harmony OS 3.0、HUAWEI Sound ステレオセット、新しいエンターテインメン
トスクリーン HUAWEI xScene  オプティカルスクリーン、HUAWEI xPixel スマートライトソリューショ
ンを発表（プラットフォームは HUAWEI iDVP 自動車デジタル）

百度 Apollo
Apollo Highway Driving Pro には、HAVP メモリパーキング、APA オートパーキング、ANP 都市と高
速道路のパイロット機能が含まれる。キャビン HMI では、対話型の HMI を実現。コネクテッド技術は、
CarLife+ でネットに接続されていない車両に軽度のコネクテッド技術を提供する

創維 SKYLINK 2.0 スマート HMI

SKYLINK 2.0 スマート HMI システムを開発し、スマートキャビンのレベルを引き上げ。中国航天研究
院と協力して車載音楽律動シート「体感音楽理学療法シート」を開発し、「体感音響振動技術」を
搭載して、「動・静」結合でユーザーに特別なシートの快適感をもたらす。また、「創維酷開科技」
AIOT システムの技術向上により空間の境がないソリューションを開発

（出所）億欧智庫「2023 上海車展展後洞察研究報告」、各社公表資料、現地報道等をもとに筆者作成
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考
と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
は
多
い
に
可
能
性
を

探
っ
て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

注
１
：
株
式
会
社
現
代
文
化
研
究
所
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
株
式
会
社
が
全
額
出
資
の
自
動
車
産

業
・
市
場
を
専
門
と
す
る
調
査
研
究
法
人
。

注
２
：
評
価
方
法
の
透
明
性
や
評
価
者
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
選
定
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
疑
問
が

残
る
が
、こ
の
よ
う
な
指
標
が
つ
く
ら
れ
、レ
ポ
ー

ト
が
世
界
に
発
信
さ
れ
る
と
い
う
ト
レ
ン
ド
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

The International Council on Clean 

Transportation

（ICCT

）; TH
E GLO

BAL 

AU
TO

M
A

K
ER

 R
ATIN

G
 2022: W

H
O

 

IS LEA
D

IN
G

 TH
E TR

A
N

SITIO
N

 TO
 

ELECTRIC V
EH

ICLES?, 31.05.2023

（https://theicct.org/publication/

the-global-autom
aker-rating-2022-

m
ay23/

）

注
３
：
来
場
者
数
は
10
日
間
の
開
催
で
延
べ
90
・

6
万
人
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
前
よ
り
も
多
か
っ
た
。

ま
た
、
展
示
モ
デ
ル
数
は
計
１
４
１
３
台
と
過

去
最
高
と
な
り
、
こ
の
う
ち
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
対
応
車
が
２
７
１
台
と
非
常
に
多
く
、
世

界
初
公
開
車
（
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー
）
が

93
台
、概
念
車
（
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
）
が
64
台
と
、

大
変
盛
況
で
あ
っ
た
。
上
海
M
S
公
式
サ
イ
ト

『
２
０
２
３
上
海
车
展
圆
满
闭
幕
』
23
年
4
月

27
日
。（https://w

w
w

.autoshanghai.org/

new
s/

644a4cd1876eda7c10318f6b.htm
l

）

注
４
：Response Autom

otive m
edia

『
ト

ヨ
タ
中
嶋
副
社
長
が
驚
い
た
中
国
E
V
の「
智

能
化
」
と
は
… 

3
つ
の
必
須
機
能
と
ア
プ
リ

事
例
』
23
年
5
月
30
日
。

（https://response.jp/article/2023/

05/30/371562.htm
l

）

注
５
：
日
経Xtech

『
ホ
ン
ダ
社
長
が
危
機
感

「
S
D
V
で
中
国
に
遅
れ
て
い
る
」、
ソ
フ
ト

領
域
を
強
化
』
23
年
4
月
27
日
。

（https://xtech.nikkei.com
/atcl/nxt/

colum
n/18/00001/07979/

）

注
６
：
筆
者
に
よ
る
「
上
海
M
S
会
場
レ
ポ
ー

ト
」
は
、
レ
ス
ポ
ン
ス
特
設
サ
イ
ト
を
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

（https://response.jp/author/575/rece

nt/%
E5%

85%
AB%

E6%
9D

%
89%

E7%
90

%
86%

EF%
BC%

A0%
E7%

8F%
BE%

E4%
BB

%
A3%

E6%
96%

87%
E5%

8C%
96%

E7%
A

0%
94%

E7%
A9%

B6%
E6%

89%
80

）

注
７
：
筆
者
に
よ
る
「
上
海
M
S
会
場
レ
ポ
ー

ト
」。
詳
細
は
レ
ス
ポ
ン
ス
特
設
サ
イ
ト
を
参

照
い
た
だ
き
た
い
（
注
6
を
参
照
）。

注
８
：
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
『
上
海
M
S
、
ト
ヨ
タ
・

ホ
ン
ダ
・
日
産
の
E
V
攻
勢
に
「
B
Y
D
の

壁
」』
23
年
4
月
19
日
。（https://business.

nikkei.com
/atcl/gen/19/00485/

041900036/?P=2

）

表 4　中国系モデルのスマートキャビン（例）
モデル 音声アシスタント エモーショナル機能 遠隔制御機能 シナリオモード その他の機能（APP） 画面数

蔚来
　ET7

音声エリア識別とロッ
クに対応

音声アシスタントの NOMI
は、1 人で車を運転する際
のお供ニーズあり

アプリは車探し、エアコ
ンのプリセット、ロック
解除、充電設定、充電ス
タンドの検索など

「通勤」、「帰路」、「ツー
リング」、「ペットモー
ド」など

QQ 音楽、ヒマラヤ FM、 
iQIYI、テンセントビデオ、
NIO Radio など 2

小鵬
　G9

4 音声エリア識別に対
応

パノラマサウンドキャビ
ン：カスタムサウンド、「網
易雲音楽」ドルビー、5D
シネマ、「Bilibili」サウン
ドコーナー

アプリ遠隔制御基礎機
能、遠隔制御スマートパ
ーキングなど

瞑想空間、睡眠空間、
映像観覧空間など多く
のシナリオパターン

網易雲音楽、QQ 音楽、
ヒマラヤ FM

3

理想 
　L9 

6 音声エリア識別、意
味連想、自然会話など
の音声進化機能

助手席や後部スクリーン
でも音楽やビデオの再生、
スマホをスクリーンに映
して天気、カラオケなど
が可能

アプリ制御 +「スマホキ
ー」連動

キャンピングモード、
ペットモード、休憩モ
ードなど

網易雲音楽、QQ 音楽、
ヒマラヤ FM、iQIYI、
Bilibili 動画、雷石 KTV、
全民 K 歌などの組み込み
アプリ

5

智己
　LS7

複数の音声エリア識別 スマートヘッドライトは
自分でランプ信号を設置
することができる他、「ゼ
ロ重力シート」などあり

アプリでエアコン、ライ
ト、ハンドル / シート加
熱および充電管理などの
機能を遠隔制御

家族使用シーン 一般的な動画やカラオケ
アプリなど 3

高合 
　HiPhi X

4 音声エリア識別、音
声アシスタントワンウ
ェイクアップ機能

ムードライト、6 種類のド
ア開きシーンモード、カ
スタムデジタルライトと
車外投射

遠隔で車を施錠・解錠、
ドア / 窓を開け、エアコ
ンをつけ、温度設定、霧
を取る、シート加熱、ハ
ンドル加熱

「ワンタッチ観戦モー
ド」、「爆竹モード」、「ク
リスマスモード」など

QQ 音楽、ヒマラヤ FM、
iQIYI、Bilibili 動画、テン
セントビデオ、火山車娯
など

3

問界
　M7

ウェイクフリー対話、
連続対話、いつでも割
り込みできる。方言識
別、4 音声エリア識別

音声でゼロ重力シートの
調節。AI アシスタントは
音源で識別し、シートを
調節、快適な環境を作る

クルマ・ホーム、スマホ、
ウォッチ接続

休憩モード、車内ケア
モード

HarmonyOS で、スマホ
と車両はシームレスに接
続 2

広汽傳祺
　M8

4 音声エリア識別、連
続対話対応

ジェスチャー操作、後部
スクリーンでの動画視聴、
歌を聴く、カラオケ、ス
マホをスクリーンに映す

アプリで車内外の環境を
コントロールし、車両の
デプス制御を行い、車利
用シーンをカスタマイズ

家庭、ビジネスなどの
移動シーン

アプリストアからのダウ
ンロードにも対応：iQIYI、
YOUKU、唱バー（カラ
オケ）、KOOWO 音楽、
KuGou 音楽など

3

（出所）億欧智庫「2023 中国智能座艙交互場景生態発展研究報告」、各社公表資料、現地報道等をもとに筆者作成


